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J ､ 投 稿 親 定

編 ~ 共 著

･ 武 原:･三 吉.内詞俊郎,大野 ｢稔,Ffl島 稔

･市野武乏血 河野連敗 長沢紀夫,折田昌之 ･

内 ー_ 現

1･ 防虫科学に関する研究報文なれは誰で.も投稿出来

･る｡仏IL防潮 の取捨は椀鵠金談で決める｡叉臨榔 ･

の一T･句については加除修正を行 うこ'tがある｡焼瑞

は本革親元の原舶 紙妄加 ､るとも

･1. 兆女は邦文又は欧文とし邦文には欧文の又政友に

li邦文.0要約を添える｡,欧文は タイプライター位JTl

の-.･Jf･｡軍敵 背老13及び'nf屈折兜槻閑名等l去邦文欧

文iJq省を併記する部｡ ･

3･ 邦文は平かな,研かな使い.とし,欧詔音訳には片'

かなを伽 ､もo但し物E名,人名等は欧文やま＼tl

する｡写鼠 表及び団の詮明は欧文とすることO図

は白紙叉は青松方眼紙に町蝉に鎧召し原稿とは別雛

とすること｡

4.･軌組物の学名の下には - を附ける _(イダtjッ

ク作となる)｡事l域は片仮名をもちいる｡･

数fi:Iけ べて77ビア数字を仙 ･,数丑の判 的 メ

ー●11'L法によzJo単位及び術語の略字等は次の抑 こ

よ一る｡m(メー トル),,cm(センチfLトル),mm(i

,LI)ノー1.,L)./L(ミ3,tpン),m,(平方 -Iトル),m3.

(立-Jjメート/り,cc(Jir.方セy チメ- トル),L(tJty_

トル),ど(グラム),.kg(キロ〆ラム),mg(ミt)グラム),

o(碗氏姥),%(バーセ_y ト),pH(水-giイオン池蛇).

-hp(洲 鼠点),fp(凝固点).ii)p(融点).Gal(カt7

_JリT),Gal(大力T7PI)→)..MW_(分子正_).Ⅴ (演

･)tJト)._kV(キPボル ト),A(7 y ベア),mへ (i

_.)ナyベア),W(ワット),Atm(気圧).N (規定

割の卦腺の上に明瞭に雪ぎくこと｡文献には晋-#名,

排誌名(雷名).怨数.頂数 ,年号のJ抑こ記し,怨数

_にはTTT (ゴチック体)の下松をつける.ことo

∫(1)J･Crist.ol:'J･Am:C;h'eni･soc･,69,3二は(1017)

本文中の軸 は 献番号はカ＼ツコをつけて駄 小さく

笥 く/文献は報琴の尼fEiに通し笥号のJ7A'lIこ列記する｡

邦文雄誌名は日本化学総隠 欧女雅言占矧tChemieal

Abstrac上s;BiologicatAbstracts出道の両名に従 う.,

G_I.校正は初校に限 り背者が行うことを駄州とする｡

7.･別刷は ■50溺贈呈する｡それ以上の希望数に対し

､7:lま実費を印安く｡

8._原秘の送付には迭状を附し/'m崖年月H,述納光.､

田端枚数,写眉及図式数別刷希望数等を記入する.'

ー投稿校正の郵送は苫田とし 投稿そ野地の棚 方は~ド

記にする｡
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